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3. データ収集期間：平成 24 年 6 月～平成 25 年 1 月
4. データ収集方法






ICレコーダーに録音した。当事者には約 30 分× 2 回、



















研究参加者は、当事者 4 名と訪問看護師 3 名のペ
ア4 組 7 名であった（表 1）。訪問看護師の看護師とし
表 1. 研究参加者一覧
当事者 A B C D
年代 20 歳代 40 歳代 50 歳代 30 歳代





発症時期 思春期 思春期 成人期 思春期
居住形態 独居 独居 子と同居 母と同居
訪問看護師 E F G
年代 30 歳代 40 歳代 30 歳代
性別 女性 女性 女性
63
ての臨床経験は 10 ～ 20 年で、そのうち、訪問看護
経験は約 2 年半～ 4 年であった。訪問看護師が当事
者にケアを提供した期間は、約 1 ～ 2 年であった。当
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